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『地域研究』編集委員会
　『地域研究』は、地域研究コンソーシアムに編集委員会をおき、地域研究に携わる研究者はもとより、隣接分野・異分野の領域に関わる方々に広く開かれた年２回刊行の雑誌です。刊行は、京都大学地域研究統合情報センターが担当し、制作を担当する昭和堂から市販しています。

　　
　　　本誌は、地域から世界を、また世界から地域を見つめる特集企画と論文を募集します。グローバル化の進む今日、世界の各地は緊密に連関し、また共通の課題に直面しています。その変化や課題が展開されているのは、人々の生きる現場である「地域」でしょう。『地域研究』は、地域の総体的理解を目指す地域研究のフォーラム誌として、世界各地を対象とする多様な研究を結び、地域の視点から問題を提起し、「地域から世界を考える｣ことを目標としています。
執筆要領の詳細は、地域研究コンソーシアムのホームページに掲載しております（http://www.jcas.jp/） ので、ご覧ください。
　　　

『地域研究』が募集するのは、以下の企画案および論文原稿です。詳細および公募要領・フォームは、それぞれの項をご覧ください。分野・地域は問いませんが、編集委員会において、本誌の目的にふさわしいかどうかを判断いたします。
　①特集企画　⇒別紙１　特集企画案公募要領へ
　②論文　⇒別紙２　論文公募要領へ
　特集企画公募と論文公募では、応募資格や応募方法が異なりますので、ご注意ください。　
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

別紙１　　　

特集企画案公募要領
『地域研究』では、研究成果をわかりやすくインパクトのある形態で示すために、特集を中心にした誌面を組んでいます。
　この特集企画について企画案を募集します。
Ⅰ　応募資格と公募概要

１）応募資格は、地域研究コンソーシアム加盟組織の構成員とします。学生の場合は、加盟組織教員の紹介のもとに応募してください。
２）企画案公募に際して完成原稿の用意は必要ありません。
３）編集委員会で企画案内容を検討ののち採否を決定し、応募者（応募者が学生の場合は、紹介教員を含む。以下同様）に結果を通知します。採択分については、応募者と編集委員会との合議のうえ、特集の内容や掲載時期などを確定し、原稿提出などのスケジュールを決定します。この過程において、特集の内容・構成について、編集委員会からの要望を応募者にご検討いただく場合があります。
４）採択された特集企画の応募者は、編集委員として委員会に加わっていただきます（担当特集号の刊行まで）。
５）応募は随時受け付けていますが、編集委員会の開催日程によって採択の通知に若干の時間を要する場合があります。

６）原稿料はお支払いしません。

７）抜き刷りはありませんが、特集の編集責任者には10冊、執筆者には5冊ずつ(座談会の参加者は3冊)、献本します。

７）刊行の３年後に、ＰＤＦファイルを地域研究コンソーシアムのホームページに掲載します。執筆依頼時にその許諾をいただきます。
　

Ⅱ　特集企画案の内容について
１）特集の特色と趣旨

　・世界の広い地域に共通する通地域的課題や地域と地域との連関にかかわる課題について、地域研究の視点から問題提起を行おうとする企画、あるいは地域研究の方法論、情報資源、研究・教育システムなど地域研究の深化に資する企画が対象になります。特定地域を対象とする企画であっても、通地域的課題や地域間連関を視野に入れた企画を期待します。
　・企画の趣旨を明示するために、通常の論文だけでなく座談会
などを組み合わせ、編集上の工夫をすることもできます。これまでの『地域研究』では、座談会に論文数本を組み合わせた形態で誌面を組んでいますが、もちろんこれ以外の構成でもかまいません。課題の性格に即した斬新な特集企画案を歓迎します。
２）原稿の量

原稿の総枚数は、座談会などを含めて、400字詰換算で150枚～450枚前後を目処にしてください。比較的大きな特集企画（200枚程度以上）の場合は、論文だけでなく、構成に工夫を加えた企画を期待します。
３）原稿の作成方法

原稿は、原則として別添の執筆要項にしたがって作成していただきますが、組版構成上の工夫および校正などにつきましては、採択後、編集委員会および出版社と打ち合わせを行います。

４）応募にあたっては、特集企画用のフォームをお使いください。

特集企画応募フォーム

応募年月日
　　　　　年　　　　月　　　　日

応募フォーム送付者（連絡担当者）



氏名                            　　　　　   



所属・職　　　　　　　　　　　　　　　　　　



連絡先　電話　　　　　　　　　　　　　e-mail                     

	企画タイトル
	

	応募者（編集責任者）

＊連絡担当者と異なる場合のみ記入
	氏名



	
	所属・職



	
	連絡先：電話　　
　　　　e-mail 

	紹介教員

· 応募者が学生の場合のみ記入

· 必ず事前に了解を得て記入してください。
	氏名

	
	所属・職

	
	連絡先　電話
　　　　e-mail

	企画趣旨

（600字程度）
	

	構成


	論文以外の構成上の工夫がある場合は、できるだけ具体的に書いてください。
論文については、執筆者、タイトル（仮題）、予定原稿枚数を明記してください。



	予定総枚数
	　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　枚（座談会などの予定枚数を含む）


	関連プロジェクト


	企画案に至ったプロジェクトなどがある場合は記載してください。

また、その内容の概要を示す資料があれば、本応募フォームに添付してください。


	原稿等の準備状況
	

	原稿完成時期


	　　　　　　年　　　月

	刊行希望時期


	　　　　　　年　　　月

	備考


	特記事項もしくは編集委員会への要望事項などがありましたらご記入ください。




　　　

別紙２

『地域研究』論文公募要領
『地域研究』では、以下のように地域研究論文を公募します。
１）地域研究コンソーシアム加盟組織の構成員以外からの応募も歓迎します。学生の場合は、指導教員、もしくは論文について助言を受けることのできる教員の同意を得て応募してください。
２）対象とする地域や手法は問いませんが、日本語で執筆された未発表の論文に限ります。なお注記などで欧米諸言語および日本語等の論文で通常使用されるもの以外の文字、あるいは記号などを使用される場合は、あらかじめ『地域研究』刊行担当にご相談ください。
３）編集委員会で予備審査ののち、レフリー審査を経て、編集委員会で採択を決定します。採択の場合は、レフリー審査に即して、改稿をお願いすることがあります。
４）原稿は別添の執筆要項にしたがって作成してください。

５）枚数は、400字詰換算で、図表や注などを含めて50枚を目処にしてください。

６）応募に際しては、論文応募用紙を添付のうえ、原稿（電子データ、およびハードコピー各１部）をお送りください。
７）応募いただいた原稿は、採否にかかわらず返却しません。

８）応募は随時受け付けていますが、編集委員会の開催日程によって採択の通知に若干の時間を要する場合があります。採否決定のスケジュールについては、応募された時点で、刊行担当からご連絡いたします。
１０）原稿料はお支払いしません。

１１）抜き刷りはありませんが、執筆者には５冊を献本します。
１２）刊行の３年後に、ＰＤＦファイルを地域研究コンソーシアムのホームページに掲載します。刊行時にその許諾をいただきます。
以上

『地域研究』論文応募フォーム
（論文に添付してください）
	氏名

	（ふりがな）


	所属・職・課程
	

	応募者連絡先
	連絡先　〒


	
	電話　（日中に連絡が可能な電話番号）　

	
	e-mail 

	指導教員もしくは論文内容について助言を受けることのできる教員

· 学生の場合のみ記入
· 必ず事前に了解を得て記入してください。
	氏名

	
	所属・職

	
	連絡先

電話　　　　　　　　　　　　e-mail

	原稿タイトル
（和文）
	

	原稿タイトルの英訳と
240ワード程度の英文要約
	

	キーワード
英文・和文でそれぞれ５ワード


	和文キーワード
英文キーワード


応募書類の送付先・お問い合わせ先


応募書類は、郵送または添付メイルでお送りください。


地域研究コンソーシアム『地域研究』刊行担当


〒606-8501　京都市左京区吉田下阿達町46


　　　　　　京都大学地域研究統合情報センター


e-mail   � HYPERLINK "mailto:journal@cias.kyoto-u.ac.jp" ��journal@cias.kyoto-u.ac.jp�








�特集座談会について


録音時間は3時間程度までとします。


座談会参加者は、司会を含め5人程度とし、原則的に各論執筆者と重ならないようにしてください。


昭和堂にて起稿、整理を行った後（＊）、特集企画責任者に編集作業を行っていただきます。その際、最終原稿枚数は50枚程度としてください。


＊整理に当たっては、特集企画責任者より、座談会の柱とすべきトピックや、ストーリーを事前に伝えていただくことになります。





